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昨日（１２月５日）桜井富郎君のご自宅にお見

舞いに行ってきました。 

先月、浜松医大に入院し手術を行ない、退院なさ

れご自宅にて療養中とお聞きしたのでご自宅に伺

いました。 

お話をお聞きしたところ、首の辺りの脊髄に腫瘍

ができ、そのため、腰に痛みが出現し、歩行困難

になったとのことでした。このような兆候は、一

年ほど前からあったとのことでした。 

先月、腫瘍摘出手術を行い経過は良好、ただ歩

行が少し困難な為、現在、リハビリ中との事でし

た。私がお会いした様子では、すこし痩せられた

様でしたが、お元気でした。早く良くなられ、例

会に出てきてくださいとお伝えしてきました。 

１２月３日、藤枝市地域防災訓練があり、歯科

医師会として参加しました。当日のメイン会場は

稲葉の寺島河川敷公園でした。参加者は、稲葉地

区の住民、市長をはじめとする行政担当者、志太

医師会、藤枝歯科医師会、藤枝薬剤師会、看護協

会、平成記念病院、市立総合病院、警察署、消防

署が参加して医療救護訓練（トリアージ）を行い

ました。トリアージとは、地震等の災害時、多数

の負傷者がでたときの治療の優先順位を決定する

ことをいいます。 

災害時の混乱している中で、トリアージを行な

わず通常と同じように受付順で治療を行なった場

合、重傷者が長時間放置されるということが出て

きますし、また、最重傷者から治療を始めた場合

には、その治療だけで貴重な医療スタッフ、医薬

品等が使われてしまい、確実に救命可能な他の重

傷者の治療ができなくなるといったことも考えら

れます。また、出血や手足の骨折で派手に声をだ

す傷病者から先に搬送してしまい、声を出せない

緊急性のある傷病者を置き去りにしてしまう危険

性も生じます。こうした問題を解決し傷病者の救

命や治療を最大限効率的、効果的に行なうため、

トリアージが必要となります。 

すなわち、救命の可能性が低い者よりも、可能

性の高い者から順に救護、搬送、治療にあたるべ

きであるという考え方です。具体的には、トリア

ージタックという識別表を使います。直ちに処置

を必要とする者には赤タック、多少治療が遅れて

も生命に危険がない者には黄タック、軽症な傷病

で専門医の治療を必要としない者には、緑タック、

すでに死亡している者、または、即死状態で心肺

蘇生を施しても蘇生の可能性がない者は黒タック

をつけます。 

機会がありましたら、いちど、トリアージ訓練

に参加してみてください。どのようなものかよく

理解できると思います。 

■ 理 事 会 報 告          後藤 功君 
• ２００７～０８年度の理事、役員推薦のご承認

について郵送にての確認ですが、異論なく全会

一致で承認されましたことご報告いたします。

尚、詳細につきましてはクラブ年次総会の席に

てご報告戴きます。 
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■ 幹 事 報 告           後藤 功君 
• 「ロータリアン」１２月号英語版がとどいてお

ります。 

• 地区より２００８～２００９年度ロータリー財

団国際親善奨学生募集のご案内が届いておりま

す。 

■ 出 席 報 告            青島 彰君 

本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

28／41 68.29％ 31／41 75.61％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石垣君 ○杉山君 ○松葉隆君 ○宮川君 

浅川君 飯塚君 板倉君 桜井富君 鈴木晶君 

鈴木舜君 仲田晃君  望月晃君 望月志君  

■ ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ                
• 夫婦揃って誕生日を迎え記念品を頂き有難くお

礼申し上げます。       宮崎 啓之進君 

• 誕生祝ありがとうございました。免許の書き換

えで講習受けが義務となる年令となりました。 

小西 啓一君 

• 誕生日のお祝いありがとうございます。６２才

になります。お酒も程々にして長生きを目指し

ます。                         増田 國衛君 

• 週末に２人で買い物に行くと、いまだに腕を組

んできます。単身赴任しているからですかね。

ありがたいものです。     望月 俊昭君 

• 家内の誕生祝いありがとうございます。彼女は

元気に今年も甲斐駒岳に行ってきました。次回

は熊野石道へ行ってみたいと話しております。 

後藤 功君 

スマイル累計額  ４７６,２６８円 

■ 委 員 会 報 告                      
『“ロータリーの友”１２月号の紹介』 

広報・雑誌委員長 櫻井龍太君 

１２月は「ロータリー家族月間」である為に、Ｒ

Ｉ会長のメッセージは勿論、家族月間についての

記事が、掲載されて居ります。 

それ以外に次の記事を、ご覧ください。 

Ｐ５～  今年度のテーマ「率先しよう」につき

ＲＩ会長と「友」委員長との対談 
Ｐ２４～ クラブ運営の実務上の責任者「クラブ

幹事」についての解説。また次の縦組

みページには参考となる、肩のこらな

い記事があります。 
Ｐ１８  友愛の広場 
Ｐ１６  言いたい・聞きたい 

■ ク ラ ブ 年 次 総 会                   
藤枝ロータリークラブ細則 
第２条 理事会 
 役員＝会長・副会長（会長エレクト）・幹事・直

前会長・会計 以上５名 
 理事＝副幹事（クラブ運営委員長）・会員増強委

員長・奉仕プロジェクト委員長・ロータリー財

団米山担当者 以上４名 
第９条 委員会 
 クラブ委員会は、四大奉仕部門に基づいた年次

および長期的な目標を推進する責任を持つ。（以

下省略） 
常設委員会の任命は次の通りである。 
なお、夫々の委員会の担当リーダーを次のとお

り置く。 
会員増強委員会 
増強維持担当・クラブ奉仕担当・新会員担当

（直前会長） 以上３名 
クラブ管理運営委員会 
会場監督・クラブ奉仕担当・プログラム担当・

総務担当・ 以上４名 
奉仕プロジェクト委員会 
社会国際奉仕担当・職業奉仕担当・新世代イ

ンターアクト担当 財団米山委員会担当 以

上４名 
その他、必要に応じて特別委員会を設けるこ

とができる。 
上記以外については、推奨ロータリークラブ細則
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の通りとする。 
この細則は、２００７年７月１日以降開始する年

度から適用する。 
原案通り可決確定致しました。 
 
 
藤枝ロータリークラブ２００７～２００８組織編成 

【理 事】 
会長 小宮 弘一郎 
幹事 青 島  彰 
直前会長 村松  英昭 
副会長 青島  克郎 
副幹事 仲田  廣志 
会計 増田  國衛 

会員増強委員長 松葉  隆夫 
奉仕プロジェクト委員長 酒向  謙次 
財団・米山担当 栗 原  毅 

 
 [新委員会] [担当リーダー] 

○増強・維持担当 
○クラブ広報担当 

１．会員増強委員会 
●委員長 松葉隆夫 

○新会員担当（直前会長）

○会場監督担当 
○クラブ奉仕担当 
○プログラム担当 

２．クラブ管理運営 
委員会 

●委員長 仲田廣志 
○総務担当 
○社会・国際奉仕担当 
○職業奉仕担当 
○新世代・インターアクト担当

３．奉仕プロジェク 
ト委員会 

●委員長 酒向謙次 
○財団・米山担当 

 
 
次年度会長 
小宮 弘一郎君 

 
 
 
昨年１２月のクラブ年次総会の席で「次年度副

会長をお受けしました小宮です。」と挨拶させて頂

いてから、あっと言う間に１年が過ぎました。今

この席で「次年度藤枝ロータリークラブ３６代目

会長を務めさせて頂く小宮です。」と挨拶する事に、

不安がいっぱいで少々困惑しております。ぜひ皆

様の協力をお願い致します。 
ＲＩ本部より、次年度からはＣＬＰ（クラブ・

リーダーシップ・プラン）という組織編成を提案

され、当クラブも実行する事になりました。理事

会人数も１１名から９名に減らし従来の委員会も

代表委員会を 3 つに絞り、少人数で協力し合って

より良いクラブ運営をしていきたいと思います。 
例会も出席率アップだけの出席では無く、次回

の例会が待ち遠しい例会になる様に、皆様で考え

ていきたいと思っています。宜しくお願い申し上

げます。 
 
次年度幹事 

青島 彰君 
 
 
 
小宮年度はＣＬＰを取り入れた新しいクラブ組

織となります。会員の皆様には多少の混乱もある

かとは思いますが幹事の立場で明るく、楽しく、

実りあるクラブライフが送れるよう努力します。

次年度一年間宜しくお願いします。 
 

次年度副会長   

青島 克郎君
 

 

 

 

この度、次年度副会長のご指名を頂きました青

島でございます。１８年前、当クラブに入会させ

て頂いたときご推薦下さったのが江﨑さんでした。 

江﨑さんとは入会前から他のグループでお付き合

いがありましてその席上で度々ロータリークラブ
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のお話をされていました。その後江﨑さんと曽根

清さんのお勧めで入会の運びとなりましたがその

折りにロータリークラブは役職を指名されたら断

らずに素直に受けなさい、それがロータリーの掟

だと教えられました。  

当時会長の石川清さんの会長挨拶を聴きながら

到底私にはまねできないと感じましたが会長挨拶

なんてずっと先ことだからその時はその時と思い

直した事を覚えています。１８年間成長もせずに

過ごし、ついに大役が迫って来てしまったという

のが実感です。幸い副幹事を仲田廣志君という素

晴らしい方がお引き受け下さり大変力強く、非才

な私でも何とか務められるように努力する覚悟で

ございます。 

小宮年度の１年間、小宮先輩や歴代のパスト会

長を目標に一生懸命勉強し次の会長年度に備えた

いと思っています。是非、皆様の絶大なるご協力

を節にお願いしまして挨拶とさせていただきます。 

 
次年度副幹事 

仲田 廣志君 
 
 
 
来年度副幹事を仰せつかった仲田です。微力で

はありますが誠心誠意務めさせていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（担当／櫻井龍） 


